
一 般 質 問
（ 要 旨 ）

どこまで歩こうか

図
る
中
で
、
日
本
語
教
育
の
推

進
に
努
め
て
い
く
。

質
問　

新
た
な
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
知
の
拠
点
、
ア
キ
シ
マ
エ
ン

シ
ス
を
活
用
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
関
連
し
た
書
籍
の
、
大
人
、

中
高
生
、
児
童
向
け
の
３
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
や
、
テ

ー
マ
ご
と
の
専
門
講

師
に
よ
る
講
座
の
開

催
等
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

理
解
を
深
め
る
企
画・

展
示
を
行
う
考
え
は
。

答
弁　

こ
れ
ま
で
旧
市
民
図
書

館
で
は
来
館
が
少
な
か
っ
た
中

学
、
高
校
、
大
学
生
の
利
用
が

増
加
し
て
い
る
た
め
、
全
て
の

年
代
に
訴
え
か
け
る
こ
と
が
可

能
で
あ
り
、
効
果
的
な
取
り
組

み
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今

後
、
本
事
業
の
実
施
に
向
け
、

指
定
管
理
者
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て
、
①

介
護
事
業
所
や
保
育
園
、
幼
稚

園
等
の
職
員
や
入
所
者
に
対
し
、

計
画
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
検
討

す
べ
き
。
②
立
川
市
内
の
医
療

機
関
と
昭
島
市
医
師
会
、
そ
れ

ぞ
れ
と
提
携
し
て
行

っ
て
き
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
実
績
は
。
③
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
直
ち
に

全
額
国
費
負
担
で
実

施
す
る
枠
組
み
を
構

築
す
る
よ
う
、
国
に
強
く
求
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

答
弁　

①
都
が
創
設
し
た
補
助

制
度
の
周
知
に
努
め
る
と
と
も

に
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
を

中
心
と
し
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
医
師
会
と
具
体
的
に
調
整

し
て
い
る
。
②
連
携
病
院
で
の

６
月
か
ら
11
月
ま
で
の
実
施
件

数
は
70
件
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン

タ
ー
で
の
９
月
か
ら
11
月
ま
で

の
実
施
件
数
は
49
件
で
、
陽
性

者
数
は
４
人
。
③
市
長
会
等
を

通
じ
、
医
療
体
制
の
充
実
が
図

ら
れ
る
よ
う
要
請
し
て
い
く
。

質
問　

国
民
健
康
保
険
税
の
引

き
下
げ
に
つ
い
て
、
①
市
独
自

の
軽
減
措
置
と
し
て
、
所
得
割

の
割
合
の
軽
減
と
、
均
等
割
の

減
額
を
求
め
る
。
②
所
得
の
な

い
18
歳
以
下
の
子
ど
も
に
は
課

税
し
な
い
よ
う
、
制
度
の
見
直

し
を
提
案
す
る
が
、
見
解
は
。

答
弁　

①
国
民
健
康
保
険
の
財

政
運
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

変
厳
し
く
、
引
き
下
げ
は
困
難

で
あ
る
。
②
制
度
を
維
持
す
る

上
で
、
市
独
自
の
見
直
し
は
極

め
て
困
難
で
あ
る
。
市
長
会
等

を
通
じ
、
総
合
的
な
課
題
の
解

決
を
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

質
問　

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
限
定

さ
れ
て
き
て
い
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
介
護
事
業
所
の
厳
し
い

経
営
実
態
も
報
告
さ

れ
て
い
る
。
要
介
護

認
定
を
受
け
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
と
い
う
、
本
来

の
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
の
か
。
所
見
を
問
う
。

答
弁　

介
護
保
険
制
度
の
基
本

と
し
て
、
創
設
時
よ
り
変
更
は

な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問　

今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
に

よ
り
、
市
財
政
は
、
例
年
に
な

い
財
源
不
足
が
生
じ
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
時

期
だ
か
ら
こ
そ
、
自
ら
の
地
域

力
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
今
ま
で
と
違
い
、
地
域
で

つ
く
る
、
地
域
で
稼
ぐ
と
い
う

自
立
し
た
地
域
経
営
へ
の
転
換

が
不
可
欠
と
な
っ
て

い
る
。
①
地
域
の
稼

ぐ
力
や
地
域
の
価
値

の
向
上
を
図
る
、
稼

げ
る
地
域
づ
く
り
に

つ
い
て
、
考
え
は
。

②
拝
島
駅
と
同
様
に
、
東
中
神

駅
自
由
通
路
等
で
も
広
告
板
を

設
置
す
る
な
ど
の
、
自
治
体
自

ら
が
稼
ぐ
財
源
確
保
策
は
、
即

効
性
の
あ
る
重
要
な
施
策
と
考

え
る
が
、
所
見
は
。
③
公
民
連

携
事
業
に
よ
り
、
公
共
施
設
に

業
と
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。
②
東
中

神
駅
自
由
通
路
は
道
路
と
認
定

し
て
い
る
た
め
、
道
路
上
に
屋

外
広
告
物
を
設
置
す

る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
幅
広
い
柔
軟
な

発
想
を
持
ち
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
や
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
な
ど
の
取
り
組
み
に
続
く
、

更
な
る
自
主
財
源
の
確
保
に
努

め
て
い
く
。
③
公
民
連
携
を
含

め
た
多
角
的
な
視
点
に
よ
り
、

運
営
経
費
の
削
減
や
施
設
運
営

に
関
わ
る
歳
入
の
確
保
に
つ
い

て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
市
長
は
、
再
選
し
た
際
、

「
昭
島
に
生
活
し
て
よ
か
っ
た

と
思
え
る
方
を
増
や
し
た
い
」

と
述
べ
た
。
市
政
運
営
の
基
本

的
立
場
に
つ
い
て
、

自
助
や
共
助
の
名
の

下
に
社
会
福
祉
施
策

が
後
退
し
な
い
よ
う
、

自
治
体
と
し
て
公
的

責
任
を
果
た
す
べ
き
。

答
弁　

コ
ロ
ナ
危
機
の
状
況
下
、

公
的
責
任
は
更
に
重
要
と
考
え

る
。
住
民
福
祉
の
増
進
に
向
け
、

地
方
自
治
の
本
旨
に
の
っ
と
り
、

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

挙
げ
る
べ
く
、
責
任
を
持
っ
て

施
策
展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
か
ら
市
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
施
策
に
つ
い

て
、
①
学
生
に
対
し
、
給
付
金

や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
代
の
補
助
な
ど
、

経
済
的
支
援
を
す
べ
き
。
②
全

高
齢
者
を
対
象
に
し
た
見
守
り

支
援
の
継
続
的
な
取
り
組
み
の

強
化
を
。
③
横
田
基
地
内
と
周

辺
の
防
疫
対
策
に
万
全
を
期
す

よ
う
、
国
に
働
き
掛
け
る
べ
き
。

答
弁　
①
財
源
の
確
保
と
併
せ
、

緊
急
性
や
優
先
性
を
勘
案
し
、

検
討
し
て
い
く
。
②
心
の
ケ
ア

を
含
め
、
高
齢
者
に
対
す
る
適

切
な
支
援
に
努
め
て
い
く
。
③

機
会
を
捉
え
、
詳
細
な
情
報
提

供
や
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
徹

底
な
ど
、
要
請
を
行
っ
て
い
く
。

質
問　

市
政
の
主
人
公
は
市
民

で
あ
る
。
市
民
と
の
協
働
で
市

政
を
考
え
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
た
め
、
市
民
自
治
基

本
条
例
を
制
定
す
る
考
え
は
。

答
弁　

現
時
点
で
条
例
を
制
定

す
る
考
え
は
な
い
が
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
実
践
的
な
取
り

組
み
を
推
進
す
る
中

で
、
市
民
と
の
協
働

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問　

子
ど
も
の
貧

困
実
態
調
査
を
速
や

か
に
実
施
す
べ
き
。

答
弁　

調
査
に
向
け
た
検
討
を

具
体
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

行
財
政
改
革
の
取
り
組

み
の
力
点
は
ど
こ
に
置
く
の
か
。

答
弁　

財
源
の
確
保
、効
率
的
・

効
果
的
な
財
政
運
営
、
財
政
の

健
全
化
の
基
軸
が
重
要
と
な
る
。

商
業
機
能
な
ど
を
併
設
す
る
こ

と
で
、
新
た
な
産
業
の
創
出
、

税
収
の
増
に
つ
な
が
る
だ
け
で

な
く
、
民
間
に
よ
る
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
な
ど
も
可
能
と
な

る
。
立
川
基
地
跡
地
昭
島
地
区

の
開
発
事
業
や
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
、
市
立
会
館
な
ど
に
お
い

て
、
公
民
連
携
で
稼
ぐ
公
共
イ

ン
フ
ラ
の
展
開
を
積
極
的
に
行

い
、
財
源
確
保
や
新
た
な
産
業

創
出
に
努
め
て
は
。

答
弁　

①
地
域
特
性
や
地
域
資

源
を
活
用
し
、
持
続
可
能
な
地

域
社
会
を
形
成
す
る
こ
と
は
重

要
な
視
点
と
認
識
し
て
お
り
、

行
政
の
み
な
ら
ず
、
市
内
の
企

質
問　

個
人
が
必
要
と
す
れ
ば

教
育
機
関
に
戻
っ
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の

推
進
に
つ
い
て
、
情
報
提
供
や

広
報
・
啓
発
活
動
、
民
間
機
関

や
学
術
機
関
と
連
携
し
た
事
業

な
ど
に
対
し
て
は
、
市
民
ニ
ー

ズ
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
所
見
は
。

答
弁　

各
種
講
座
の

実
施
や
公
開
講
座
の

情
報
等
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
お
い
て
情
報

提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
高

年
の
方
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の

場
と
し
て
、
昭
島
市
民
大
学
を

開
設
し
て
い
る
。
今
後
も
、
リ

カ
レ
ン
ト
教
育
に
関
す
る
情
報

の
周
知
・
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

質
問　

今
後
多
く
の
外
国
人
が

定
住
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

中
、
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
外
国
人
に
対
す
る

日
本
語
教
育
の
重
要
性
は
一
段

と
増
す
と
考
え
る
。
ま
ず
は
地

域
で
外
国
人
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
た
め
に
も
、
地
域
の
日
本

語
教
育
講
座
等
の
開
催
及
び
支

援
を
図
る
考
え
は
。

答
弁　

外
国
人
へ
の
支
援
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
捉
え
、
日
本

文
化
の
紹
介
、
多
文
化
交
流
を

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団	

佐
藤	

文
子		

議
員

昭
島
に
生
活
し
て
よ
か
っ
た
と

思
え
る
街
づ
く
り
に
つ
い
て

詳しくは、議会事務局までお問合せください。
電話０４２－５４４－４４７６（直通）

傍聴される方へのお願い
昭島市議会では、新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため、傍聴される
際には、以下の４点にご協力をお願いしております。

傍聴席の間隔を空ける対応のため、傍聴席を削減しております。
傍聴を希望される方が席数を超過した場合は、傍聴をお断りすることがあります。
ご理解とご協力をお願いします。

１. 受付時に非接触式体温計による検温を行います。

２. マスクの着用をお願いします。

３. アルコール消毒液での手指消毒をお願いします。

４. 傍聴席では間隔を空けてご着席いただきますようお願いします。

公
明
党
昭
島
市
議
団	

吉
野	

智
之		

議
員

誰
も
が
生
涯
、安
心
し
て

学
べ
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
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日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団	

荒
井	

啓
行		

議
員

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の

拡
充
を
は
か
る
べ
き

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団	

髙
橋	　

誠		

議
員

「
自
ら
の
地
域
力
を
高
め
る
」

こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て


